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研究代表者

研究のゴール １型糖尿病の根治

研究の特徴

１型糖尿病患者では膵β細胞が破壊されて減少しています。本研究では血清中のエクソソーム（細胞内か

ら出てくる顆粒状の物質。細胞間のコミュニケーションに関連すると言われている）を応用することで自己膵

β細胞の保護・増殖能を促進させ、１型糖尿病の根治を目指します。

研究概要

１型糖尿病患者においても、膵β細胞がわずかながら残存していることが

知られています。こうした自己膵β細胞の増殖・再生能（自らを再生する能

力）を利用して、１型糖尿病の根治を目指す研究です。

細胞外小胞（細胞から分泌される小さい袋）であるエクソソームは糖尿病

領域においてその役割はよくわかっていませんが、膵β細胞と他臓器間に

おいての臓器どうしの繋がりにエクソソームが関与していると考えています。

他臓器からのエクソソームが膵β細胞を増やすことに期待して研究を行って

います。

これまでの研究結果・成果

膵β細胞を破壊したモデルマウスを用いて、血清中のエクソソームに含まれているマイクロRNA と呼ばれる非常に小さい分

子の変化を確認しています。その結果、膵β細胞量のみ減少している状態（体重や血糖値に差が無い状態）において、変化し

ているマイクロRNA が3種類存在することが明らかになりました。また他の実験では、膵β細胞から分泌されるエクソソームが

他臓器に取り込まれていることも確認しています。さらに、骨格筋から分泌されるエクソソームが、膵β細胞に集中して取り込

まれる様子を確認しております。このように、膵β細胞はエクソソームによって何らかの作用を受けていると考えられます。
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エクソソームによる膵β細胞保護・増殖効果の研究
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自己の膵β細胞における再生・増殖能を上げることにより、膵β細胞を増やすこ

とを目指しています。これまでに膵β細胞量に影響を及ぼす可能性がある複数の

分子を確認しており、今後はそれらが実際に、いつでも誰においても膵β細胞を増

殖させるのか、またヒトの血液から取れるエクソソームでも膵β細胞が増える効果

があるかどうかを、現在細胞実験において確認しています。

本研究助成に採択していただき、誠にありがとうございます。

近年はエクソソームの臨床応用（人への治療薬として活用）が大変注目を集めて

おり、法整備が進められつつあります。現在は「がん」や「神経疾患」などへの治療

応用が考えられておりますが、1型糖尿病への臨床応用が期待されるデータも集

まりつつあります。今後、さらに研究を進めていきますので、ご支援の程よろしくお

願いいたします。

これまでの1 型糖尿病根治は膵島移植に期待するところが主でしたが、現時点

において十分とは言えない状況です。膵島移植の方法も改良を重ねていますが、

不足している点があるのではないかと考えました。可能性の一つとして、今回の

研究テーマであるエクソソームの存在が必要なのではないかと考えており、現在

様々な実験により検証しています。
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